
令和８年度 見本市出展報告書 

事業所名： 小田陶器株式会社   

1.見本市の概要 

見本市名 ライフスタイル Week 夏 TOKYO 2026 

会期 202６年６月 24 日(水)～26 日（金） 

場所 東京ビッグサイト 

2.出展の詳細 

出展回数 / 今回の小間数 通算 2 回  / 0.5 小間 

３. 見本市へ出展する目的  

新規顧客の開拓と、自社新商品の認知拡大および販路開拓。                   

また、OEM 案件の提案を行い受注拡大につなげることも目的としている。            

４．会期中について 

展示した商品内容（出展商品名、新商品・従来品の割合等）  

インバウンド向けグッズ EXPO に出展した為、インバウンド需要の高い商品を中心に展示し

た。5 割が新商品 （engi 紋 irodori 、抹茶碗、ふたものたち）残り 5 割が従来品（吉祥、

結、 すずめ茶器、engi 紋染付、さざなみ） 。                                                       

販売力強化戦略（商談成立のための工夫、ブース内の展示の工夫等） 

過去の展示会顧客情報と展示会主催者の招待 URL システムを用い集めた見込み顧客に積

極的に招待案内を送った。また、商談の熱が残る当日中に御礼メール送信も行った。  

ブース内の展示は通りすがりでも注目してもらえるよう、入口左右に大きな垂れ幕、ロゴ、商

品を並べ通路側にも展示台を配置し集客できるように工夫した。  



５．総括 

来場者の傾向・見本市全般の感想等 

展示会全体としては 5 年前位に出展したライフスタイル Weeｋと比べ国内出展者が著し

く減少していた。但し、弊社が出展したインバウンド向けグッズ EXPO とその隣の推し活   

EXPO だけは国内出展者が多く、今一番注目されるテーマの為かこの２つの EXPO はバイ

ヤーが多く非常に賑わっている印象を受けた。インバウンド関連の新規獲得、受注拡大を狙

うのであればポテンシャルの高い展示会と感じた。   

出展の成果 （販路開拓委員会から出展することで得られた成果を含む） 

  インバウンド向けグッズ EXPO 出展は初めての試みだったが、今までなかったインバウ

ンド関連の新規顧客の獲得が出来た事、また、OEM 商品を探している顧客が多く、受注に

つながる可能性の高い案件が多かった事から出展した成果は大いにあると感じている。今

まで弊社が出展していた展示会よりも出展費用は高額な為当初出展に迷いはあったが、販

路開拓委員会からの補助をいただけたことで挑戦できたと思う。今後も販路拡大の機会創

出にお力添えをお願いしたい。                                                       

今後の課題と活動方針 

 来年度はどの展示会に出展するか未定ではあるが、今回の展示会の成果を踏まえどの展

示会に出展すると最も効果があるか、再度検討していきたいと考えている。                               

近年の著しい物価高に際し、商品開発も高額でも購買意欲が沸くような商品開発が求めら

れる。また今回の展示会で、どの展示会でどの売り先を狙って販売していくのかが明確なほ

どバイヤーにささるという事を体感した為、明確な戦略を立てて商品開発と展示会決定を行

っていきたいと考えている。                                                        

 

 



6.写真 （当日のブースの様子、新商品や主力商品） 

  

  

 


